
第４学年 理科の実践  

  

１  単元名   「ものの温度と体積 ～空気と水～」 （全１２時間）  

 

２  単元目標  

  

 

 

 

 

 

３  「ひびき合う三の丸の子どもたち」をめざすための指導の工夫  

 

 

 

 

 

【聴く・話すについての指導】   

   今年度の初めは、コロナウイルスの影響で隣の友達やグループで話すこと、席を話し合い

の形にして話すことができない期間があり、「友達に伝える」という意識を持つことが難しか

った。  

   そこで、警戒レベルが下がってからは近くの人と話をする時間を設け、なるべく友達と関

わり意見を交換できるようにし、話し合いの席も間を開けてコの字型にするようにした。ま

た、話し合いのときには教師の立ち位置にも注意し、自然に友達の方を向くことができるよ

うにした。そうすることで、相手を意識して話したり聴いたりすることが少しずつできるよ

うになってきた。さらに、クラスの「話す・聴く」について話し合うことで、「あぁ」「なる

ほど」「でもさ」と、反応できるようにしてきた。  

   また、話すことに自信を持つことができるように、たくさん褒めることや間違うことはク

ラスの成長に繋がることを伝えてきた。さらに、考えを書く時間をしっかりと確保するとと

もに、その考えにコメントを書いたりしてきた。他にも、どうしても考えを書くことができ

ない場合には、友達の発言を聴く中でよいと思った考えを書いたり、話し合いの中で発言し

たりしていいことも伝え、自信を持って伝え合うことができるようにしてきた。  

【これまでの関わり合い・ひびき合い】  

   いろいろな学習の中で、話し合いを大切にしながら問題を解決してきた。そのため、少し

ずつ「同じで」「でもさ」と友達の言葉をつなげながら話し合いをすることができるようにな

ってきている。話す方も、「ここまでわかる？」と、話を区切ったり、「～でしょ。」と伝えよ

うとする言葉に変化したりしてきた。  

   理科の学習では、予想や結果についての考察を大切にすることで、ひびき合うことができ

るようにしてきた。「水のゆくえ」の検討や「とじこめた空気と水」では、「雨の後地面を踏

んだら柔らかくなっていたから、土にしみこんだと思う。」「アイスの袋の周りに、水がたく

さんついたよ。」「空気鉄砲は、押した後少しずつ重くなるけど、水鉄砲は最初から重くて、

すぐに出てくるから縮まないよ。」など、今までの生活経験と結びつけて事象について考えて

きた。また、「空気の粒は隙間があったから縮んだけど、水の粒には隙間がないんじゃないか

な？」「そうか。水は重いから隙間がないのかもしれない。」と、既習事項から仮説を立てイ

ラストを描いて伝えてきた。そのなかで、子ども同士が関わり合い、ひびき合っていく姿が

見られた。  

研究課題･･･子どもが解決したい問題をもち、友だちとひびき合いながら学習する子どもの育成  

手  立  て･･･子どもの願いや思いを見とった単元構想と授業づくり  

ブロックテーマ「追求する力、仲間と支え合う自分」  

        ・自分の問題をとことん追求する姿  ・仲間と協働して追求する姿  

 体積の変化に着目して、それらと温度の変化とを関係づけて、金属、水および空気の性質を調

べる活動を通して、それらについての理解を図り、観察、実験などに関する技能を身につけると

ともに、主に既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想する力や主体的に問題

解決しようとする態度を養う。  



 

４  単元と指導について  

 

 ＜単元について＞  

   本単元は、「粒子」についての基本的な概念等を柱とした内容のうちの「粒子のもつエネ

ルギー」に関わるものであり、中学校第１分野「(2) ア (ｳ) 状態変化」の学習につながるも

のである。 ここでは、児童が、体積や状態の変化、熱の伝わり方に着目して、それらと温度

の変化とを関係付けて、金属、水及び空気の性質を調べる活動を通して、それらについての

理解を図り、観察、実験などに関する技能を身に付けるとともに、主に既習の内容や生活経

験を基に、根拠のある予想や仮説を発想する力や主体的に問題解決しようとする態度を育成

することがねらいである。具体的には、金属、水及び空気を温めたり、冷やしたりしたとき

の体積の変化に着目し、それらと温度の変化とを関係付けて、温度変化に伴う体積の変化を

調べる。これらの活動を通して、金属、水及び空気の性質について、既習の内容や生活経験

を基に、根拠のある予想や仮説を発想し表現するとともに、金属、水及び空気は、温めたり

冷やしたりすると、それらの体積は変わるが、その程度には違いがあること、これらの中で

は空気の温度による体積の変化が最も大きいことを捉えるようにする単元である。 

   子どもたちは、前単元「とじこめた空気や水」の学習で、体積や圧し返す力の変化に着目

し、それらと圧す力とを関係付けて、空気と水の性質を調べる活動をしてきた。その際に、

目に見えない空気や水を「粒子」としてとらえ、イメージ図に表して予想や考察をし、性質

の違いをとらえてきた。また、今回の指導要領の改訂によって追加された、「既習事項の内容

や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想し、表現する」という活動も意識して行っ

てきている。この単元でも、目に見えない空気や水を「粒子」としてイメージ図に表し、予

想したり考察したりしていくことによって、空気や水が温めたり冷やしたりすると体積が変

わるということについて、理解を深めていくと考えられる。  

 

 

 ＜指導について＞  

  この単元でも、子どもたちが「どうして？」「なんでだろう！？」と興味、関心を持ち学習

に取り組んでいくことができるようにしていきたい。そのために、ペットボトルを使って作っ

た「潮ふきくじら」との出会いを導入としていく。教師がペットボトルにお湯をかけると、ス

トローから水が噴き出る事象を見て、「なんで水が出たんだろう」と興味を持ち、この疑問が

単元の柱となっていくであろう。さらに、「自分たちでもやってみたい」という思いを持つと

考えられる。そこで、透明なくじらを使い潮を吹く様子を見ることで、中に空気と水が入って

いること、あたためられていることに気づき、「空気が膨らんでいるのかな？」「水が膨らん

でいるのではないかな？」という疑問をもつであろう。この疑問から学習を進めていくことが

できるようにしたい。 

  本時では、「空気は温めるとふくらむのかな？」という学習問題について予想や仮説を立て

話し合っていく。導入でくじらが潮をふく様子を見た子どもたちは、「知りたい！」と意欲を

持って取り組むことができると考えられる。そこで、前単元の「とじこめた空気と水」で学習

した内容を思い出し空気の粒子をイメージ図で表し仮説を立てたり、今までに経験してきたこ

とから予想を立てたりしていく。その内容を友達と話し合うことで、「やっぱりそうだった」

「付け足しをして」「考えが変わって」と、根拠のある予想や仮説を持ち、考えを確かにして

いく姿をひびき合いの姿としたい。 

  その後の水の体積の変化についても、「潮吹きくじら」を見たときの疑問から学習をつなげ

ていきたい。 



５  単元構想  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  本時について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７  実践を終えて  

 ≪単元について≫  

  本単元は、導入で潮吹きくじらを見た後の疑問から学習問題を作っていった。  

潮吹きくじらを見た後に、子どもたちから「なんで水が出るんだろう」と疑問が出た。その

後、まずは、「もう一度自分たちでも実験をしてみたい」と、興味・関心を持った。そこで、班

ごとにもう一度くじらにお湯をかける実験を行った。すると、その中のミシミシとペットボト

ルがなる音やペットボトルが少し膨らんでいる様子など、いろいろな変化や事象に気がつくこ

とができた。子どもたちは、この実験から「空気がふくらんだから水が出たのではないか」「水

がふくらんだから水がでたのではないか」「両方ふくらんだから水が出ているのではないか」と

いう予想を持った。そこから「水はあたためるとふくらむのだろうか」「空気はあたためるとふ

くらむのだろうか」という学習問題が生まれ単元の学習を進めていくことができた。この、導

入と同じ実験を行った経験は、学習を進めていく中で予想するための土台にもなっていった。  

 

≪子どもの解決したい問題となったかについて≫ 

  潮吹きくじらを使った導入は、子どもたちから「なぜだろう」「どうして水が出たか知りたい」

という思いに繋がり、「空気はあたためるとふくらむのかな？」という子どもの解決したい問題

になったと考えられる。子どもたちは解決するために、真剣に予想し、予想を元に実験方法を

考え、実験し、その結果から考察をすることができた。単元の最後までその意欲を維持するこ

とができたのも、「潮吹きくじら」が子どもたちにとって面白く、興味を持てるものであったか

らだろうと考えられる。 

 

≪ひびき合いについて≫  

  本時では、「空気はあたためるとふくらむのかな？」という学習問題に対し、「ふくらむ」か

「ふくらまない」か、自分の考えとその理由について話し合いを行った。子どもたちが、既習

事項や経験から予想していくことができるか不安があったので、今までの生活経験や学習をふ

り返り、自分の考えをもつ時間を設定した。そうすることで、「とじこめた空気と水」で学習し

た内容や、イメージ図（空気のつぶ）、生活経験をもとに話し合いを行うことができた。話し合

いの中では、一人ひとりの考えを見取り、子どもたちの考えに書かれていた「風船」や「緩衝

材」「ピンポン玉」「ペットボトル」などの実物を準備しておいた。それらを話し合いの中で実

際に見せて可視化することで、共通理解を図ることができた。また、「あたためた」「ふくらん

だ」などの大切な言葉をとらえ確認することも、次の発言に繋がる重要なポイントとなった。

これらの手立てによって、自分の考えを黒板に出て図で描いて説明したり、友達の考えと自分

の考えをくりかえし比べたり、友達の考えを言い換えて発言したりと、ひびき合う姿がたくさ

ん見られた。しかし、一人ひとりの考えを把握しているがために、子どものつぶやきを拾い、

全体に広げ、また話し合いを深めていくことがあまりできなかった。つぶやきを拾い広げるこ

とで、さらに考えが深まり、ひびき合うことができたであろう。 

 

≪成果と課題について≫ 

  成果としては、「潮吹きくじら」を使って興味・関心や疑問を持つことができるようにしたこ

とが挙げられる。導入で「知りたい」という思いを引き出せたことが、単元を通した意欲に繋

がり、子どもたちが「解決したい」という切実な思いを持つことができた。また、子どもの考

えをしっかりと見取ることもひびき合いに繋がっていった。話し合いの中で子どもたちがイメ

ージできないことを予想し実物を準備することで、共通理解ができて子どもたちの話し合いも

深まっていった。さらに、考えを見取ることで意図的に指名することもできた。  

  課題は、「ひびき合いの深まり」にあると考えられる。子どもたちの考えを全て見取っている

がために、新たな考えのつぶやきを拾い、広げ、話し合いを深めることができなかった。ノー

トには書かれていないつぶやきや発言の中にも、考えを深めるためにとても良い意見がある。

それらを授業の中で拾い広げていくことが臨機応変にできるように、いろいろな反応を予測す

るとともに、つぶやきにも耳を傾けていくことができるようにする必要があるということがわ

かった。 


